
府 食 第 ８ ７ 号 

令和６年２月２７日 

食品安全委員会委員長 山本 茂貴 殿 

     研究・調査企画会議事前・中間評価部会 

座長 脇 昌子 

令和５年度食品健康影響評価技術研究課題の中間評価結果及び令和６

年度食品健康影響評価技術研究新規課題の事前評価結果（案）につい

て 

 このことについて、令和６年２月７日に開催した令和５年度研究・調査企画会

議事前・中間評価部会（第 10 回）における審議の結果、別添１及び２のとおり取

りまとめましたので、報告いたします。 
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令和５年度食品健康影響評価技術研究 中間評価結果 

 

 

令和５年 12月から令和６年１月にかけて開催した研究・調査企画会議事前・中間評

価部会において中間評価（書面及びヒアリング審査）を実施した。 

令和４年度～５年度に採択し、令和６年度への研究継続を予定している９課題を評

価の対象とし、９課題すべてについて令和６年度への継続が必要とするとともに、評価

所見等をとりまとめた。 
 

 

 

課題番号 JPCAFSC20222203 研究期間 令和４年度～６年度（３年間） 

代表者名 小関 成樹 所属機関 北海道大学 

課題名 
誘電泳動法を用いた細胞分離・捕捉技術の確立による Viable But Non-Culturable 状

態のカンピロバクターの網羅的特性解析 

研究概要 

カンピロバクター食中毒への関与が懸念されている Viable But Non-Culturable (VBNC) 

状態のカンピロバクターの実食品上での存在状況を遺伝子解析技術により把握し、VBNC 

状態の細菌がカンピロバクター食中毒リスクへ及ぼす影響を解明する。さらにVBNC状態の

本質に迫るために、誘電泳動法とマイクロ流路との新複合分離技術を駆使し、VBNC 細胞

を選択的に捕集する技術を確立する。本技術により、カンピロバクターの VBNC 状態への移

行および VBNC からの回復条件を解明する。その上で、VBNC 細胞を遺伝子発現レベルか

ら代謝活性レベルで網羅的に解析し、VBNC 細胞の生理活性状態の詳細を究明する。 

評価所見 

＜総合コメント＞ 

  VBNC 状態の菌の特性、特に感染性について解析が進むことを期待する。 

＜その他＞ 

カンピロバクタ―が VBNC状態から回復する仮説をどのように検証するのか、目標を達成

するようポイントを明確にして進めることを希望する。 

評点 3.0／５点満点 継続の要否 継続 
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課題番号 JPCAFSC20222207 研究期間 令和４年度～６年度（３年間） 

代表者名 広瀬 明彦 所属機関 一般財団法人化学物質評価研究機構 

課題名 食品中に存在するナノ粒子のリスク評価手法に関する研究 

研究概要 

食品中のナノ粒子のリスク評価においては、毒性影響を左右すると考えられるばく露直前

のナノ粒子の分散状態を定量的に把握することが重要であると考えられているが、食品中

のナノ粒子の分散状態も含めてその定量的分析を行うことは困難であるとされている。本研

究では、現状ナノ粒子のリスク評価ガイダンスやナノ粒子を分析する手法の情報収集、整理

や課題抽出を行うと共に、食品中のナノ粒子の分析を最新の分析手法と既存の分析手法を

比較検証するケースタディの結果を加えて、食品に直接的あるいは間接的に含有するナノ

粒子の分析法と食品中のリスク評価に関する留意事項の基本的な考え方（基本原則）の骨

子をまとめる。 

評価所見 

＜総合コメント＞ 

食品分野におけるナノ粒子のリスク評価に係る基本原則やガイダンスの作成を期待して

いる。 

＜その他＞ 

・食品中のナノマテリアルの消化管内での存在様式や、分散及び凝集の状態について今

後、報告及び考察してほしい。 

・安全性評価フレーム（案）の Step 2 （in vitro 消化試験）、分析法開発を進めるとともに、評

価方法に関する提言がされることを期待する。 

評点 4.0／５点満点 継続の要否 継続 

 

課題番号 JPCAFSC20232301 研究期間 令和５年度～６年度（２年間） 

代表者名 山田 隆志 所属機関 国立医薬品食品衛生研究所 

課題名 
食品関連化学物質のリスク評価におけるリードアクロス手法の適用と信頼性評価に関

する研究 

研究概要 

リードアクロスは、毒性データが不足する化学物質の安全性評価を行う上で重要な毒性

予測手法のひとつと考えられており、食品中の化学物質の毒性を予測する技術としても、そ

の応用が期待される。近年、海外の行政機関では、リードアクロスのガイダンスの作成や改

訂作業が精力的に進められていることから、本邦の食品関連化学物質のリスク評価におい

て、一貫性を持ったリードアクロスの活用の検討を行う環境が整いつつある。本研究の目的

は、海外における最新のガイダンスと活用状況を整理し、本邦におけるガイダンスの作成の

ための基本となる情報を取りまとめて、食品健康影響評価に活用する際の考え方を提案す

ることである。 

評価所見 

＜総合コメント＞ 

 研究は順調に進んでおり、リードアクロスの妥当性と不確実性などの特性の明確化によ

り、食品健康影響評価における具体的な活用方法の提案がなされることを期待する。 

＜その他＞ 

食品安全委員会事務局との情報交換・連携をはかり、食品安全委員会の実際のリスク評

価での応用例を一つでも作っていただき、食品リスク評価への NAM の実装を実現していた

だきたい。 

評点 4.3／５点満点 継続の要否 継続 
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課題番号 JPCAFSC20232302 研究期間 令和５年度～６年度（２年間） 

代表者名 桒形 麻樹子 所属機関 国立医薬品食品衛生研究所 

課題名 
国際動向に鑑みた食品中の残留農薬に係る発達神経毒性学分野のリスク評価手法に

関する研究 

研究概要 

近年、農薬を含む化学物質の発達期曝露による次世代脳神経発達への影響が懸念され

ている。実験動物を用いた発達神経毒性(DNT)試験に加え、in vitro 試験バッテリーによる

評価案も OECD から提案されようとしている。多くの情報の中で開始される農薬の再評価

に係る調査審議にあたり、同分野の評価指針は公正かつ効率的な審議に必須である。本

研究では欧米における in vitro 試験を含めた DNT 評価方法を調査し、その一環として発

達期甲状腺機能低下による DNT 発現についても調査研究する。 

得られた結果から、国際動向に鑑みた農薬曝露による DNT 評価法指針原案を提案す

ることを目的とする。 

評価所見 

＜総合コメント＞ 

 概ね研究計画に沿っており、DNT に関する各種試験について比較検討され、今後の評価

指針作成に参考となるデータが提供されるものと期待される。 

＜その他＞ 

・食品安全委員会事務局との情報交換も行いつつ、その成果が農薬の発達神経毒性評価

のアップデートに結びつくよう期待する。 

・OECD の in vitro DNT 試験の資料・ガイドラインをふまえて、日本の DNT 評価指針の策定

は意義がある。 

評点 4.0／５点満点 継続の要否 継続 

 

 

課題番号 JPCAFSC20232303 研究期間 令和５年度～６年度（２年間） 

代表者名 臼井 優 所属機関 酪農学園大学 

課題名 養殖水産動物における薬剤耐性指標細菌の設定及びモニタリングの試行 

研究概要 

養殖水産動物への抗菌薬の使用により選択される薬剤耐性菌の健康影響評価が必要

とされているが、抗菌薬の使用と養殖水産動物由来細菌の薬剤感受性に関する情報は

圧倒的に不足している。申請者は、これまでに市販海産物から Vibrio 属菌及び

Aeromonas 属菌を分離し、指標細菌としての可能性を示している。そこで、市販養殖

魚から薬剤耐性の指標となり得る細菌(Lactococcus garvieae、食中毒原因菌を含む

Vibrio 属菌、 Aeromonas属菌)を分離同定し、薬剤感受性試験を実施する。加えて、

養殖場にて抗菌薬使用実態を調査し、データをもとに定量的リスク評価を試み、健康

影響評価のための情報とする。 

評価所見 

＜総合コメント＞ 

 水産動物における耐性菌のリスク評価は今後必要となるので着実に進めてほしい。 

＜その他＞ 

・フィールド調査の目的を明確化して全国の魚類防疫員の聞き取りは幅広く行うことなど、確

かな情報となるよう留意いただきたい。 

・菌のゲノム解析、薬剤耐性実態等を明確にしていただくことを期待する。 

評点 4.1／５点満点 継続の要否 継続 
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課題番号 JPCAFSC20232304 研究期間 令和５年度～６年度（２年間） 

代表者名 児玉 浩明 所属機関 千葉大学 

課題名 アレルギー誘発性を有する植物に由来するタンパク質の網羅的消化性評価 

研究概要 

遺伝子組換え食品（種子植物）におけるアレルギー誘発性のリスク評価では、人工胃腸

液処理試験（以下、消化性テスト）が課されており、組換えタンパク質が充分に分解されるこ

とが求められている。本研究では質量分析法をベースとして、アレルギー誘発性を有する作

物のアレルゲンタンパク質と非アレルゲンタンパク質の消化性を網羅的に調べる。さらにア

レルギー誘発性を有する異なる作物に由来するアレルゲンについて同一基準で消化抵抗

性を調べ、相互に抵抗性を比較できるリファレンスデータを提供する。これらの知見からアレ

ルギー誘発性の評価における消化性テストの妥当性と利用法について提案する。 

評価所見 

＜総合コメント＞ 

 胃腸液消化試験の有用性の検証は重要と考える。難分解性とアレルゲン性との相関の有

無について、より多くのアレルゲンとなる食品で検討して、消化性試験の必要性について明

確な知見が得られることを期待する。 

＜その他＞ 

・難分解性アレルゲンと易分解性アレルゲンでは、誘発されるアレルギーの病態が異なる可

能性があると思われる。この点についても留意した検討が進むことを期待する。 

・評価指針にあるタンパク質の消化性試験のアップデートに関する提案を期待する。 

評点 3.7／５点満点 継続の要否 継続 

 

課題番号 JPCAFSC20232305 研究期間 令和５年度～６年度（２年間） 

代表者名 近藤 一成 所属機関 昭和女子大学 

課題名 食品に含まれるトランス脂肪酸の摂取量推計に係る研究 

研究概要 

諸外国では WHO のベストプラクティス TFA（トランス脂肪酸）ポリシーが 60 カ国で導入さ

れて、トランス脂肪酸規制、排除の取り組みが進んでいる。日本では 2012 年トランス脂肪酸

の食品健康影響評価により WHO 勧告基準（エネルギー比 1％）未満で健康影響を評価でき

るレベル以下となり、通常の食生活による健康影響は小さいとされた。現在、本評価から 10

年以上が経過して日本人の食習慣の変化に加えて、諸外国での食品からのトランス脂肪酸

排除の取り組みも世界的に進んでいる。これら現状を踏まえ、現時点での実食品試料分析

を行い、最新の日本人におけるトランス脂肪酸や飽和脂肪酸の摂取量推計を行うことで、今

後の食品健康影響評価の基礎資料とする。 

評価所見 

＜総合コメント＞ 

  リスク評価に必要な研究であり、収集、分析するデータの信頼性及び妥当性に注意しな

がら進めることで、日本人におけるトランス脂肪酸の摂取量について、最新かつ有用性の高

い基礎データベースを築くことを期待する。 

＜その他＞ 

・分析検体の選定に留意して進めていただきたい。 

・加工食品のトランス脂肪酸の分析は、関係省庁と連携し、分析データだけでなく分析手法

などについても情報収集することが望ましい。 

評点 4.3／５点満点 継続の要否 継続 
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課題番号 JPCAFSC20232306 研究期間 令和５年度～６年度（２年間） 

代表者名 松本 真理子 所属機関 国立医薬品食品衛生研究所 

課題名 最新のベンチマーク手法をリスク評価に実装するための課題に関する研究 

研究概要 

定量的なリスク評価において、健康評価値の根拠となる POD を統計学的に算出すること

が可能とされているベンチマークドーズ法については国際的にベイズ推定に基づく手法が

主流となりつつあるが、行政的な実用例は乏しく、従前の頻度論に基づく手法によるものと

の実質的な同等性や有意性等の比較検証が必要である。本研究では我が国においてベン

チマークドーズ法を実際に活用していくことを想定して、ベイズ推定において重要とされる事

前確率の考え方及びその適用方法の解析や国際的な動向等の調査を行うと共に、実デー

タ等を用いた試行を行うことにより、実用上必要な論点や課題を整理する。さらに、べンチマ

ークドーズ法をリスク評価に広く適用していくための普及活動も行う。 

評価所見 

＜総合コメント＞ 

 食品のリスク評価への実践的応用と実用化への検証が効率よく進行している。 ベンチマ

ークドーズ法をリスク評価に実装するための実務上の留意点がより明瞭化されることで、ベ

ンチマークドーズ法の活用の普及に資すると期待できる。 

＜その他＞ 

食品安全委員会事務局と意見交換をしつつ実施することを希望する。 

 

評点 4.3／５点満点 継続の要否 継続 

  

課題番号 JPCAFSC20232307 研究期間 令和５年度～６年度（２年間） 

代表者名 小山 健斗 所属機関 北海道大学 

課題名 リスク評価のデジタル化：情報収集と解析の自動化による省力化と精度向上 

研究概要 

リスク評価は最新の科学的知見の収集と整理、データの統計解析および解析結果の解

釈を経て行われる。しかし、情報収集、統計解析および解析結果の解釈には多大な時間と

労力をリスク評価者に負担させるため、評価の網羅性や普遍性が懸念されるだけでなく、年

間に実施可能なリスク評価の件数は限られる。本研究では、リスク評価の負担軽減を目的

とし、リスク評価に必要な情報を自動収集し、統計解析の実行、解析結果の解釈を実行する

システムを構想する。具体的に、1)過去のリスク評価の実施状況の整理、2)リスク評価にお

けるデータ構造と情報源の精査、3)リスク評価のデジタル化への指針の策定を行う。 

デジタル基盤によりリスク評価を高度化する。 

評価所見 

＜総合コメント＞ 

 食品安全委員会事務局と密に連携して、実際のリスク評価（食品健康影響評価書の策定

等）に関して、情報の専門家が責任をもって参画し、指針等の文書や実際の作業への理解

を深め、全体像を把握しながら、DX 化・業務効率化に資するように研究を進めていただきた

い。 

 

評点 2.9／５点満点 継続の要否 継続 
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（参考） 

 

研究・調査企画会議 事前・中間評価部会委員 

（◎：座長） 

磯  博康  

 

小澤  正吾 

鬼武  一夫     

宮﨑  茂    

山本  茂貴    

浅野  哲     

川西  徹     

◎  脇   昌子   

国立研究開発法人国立国際医療研究センター 

国際医療協力局グローバルヘルス政策研究センター センター長 

元・岩手医科大学教授 

日本生活協同組合連合会品質保証本部 総合品質保証担当 

一般財団法人 生物科学安全研究所 参与 

食品安全委員会 委員長 

食品安全委員会 委員長代理 第一順位 

食品安全委員会 委員長代理 第二順位 

食品安全委員会 委員長代理 第三順位 

 

 
評価項目及び評価基準： 中間評価 

 

評 価 項 目 評 価 基 準 

Ⅰ 研究の妥当性 

 
以下の点に関する評価時点における妥当性、今後の研究体制及び
研究計画の妥当性について評価する。 
 
１ 研究の体制（主任研究者、分担研究者の役割分担） 
２ 研究の計画、方法 
３ 研究の実施期間における遂行可能性 
４ 費用対効果 

 

Ⅱ 
期待される研
究成果の有用
性 

 
評価時までの目標の達成度及び期待される研究成果の活用性と 
その有用性について評価する。 
 
１ 研究目標の実施期間内における達成の可能性について 
２ 食品健康影響評価への貢献等の可能性について 
３ 評価時までの論文（投稿中のものを含む）、特許（申請中のも
のを含む）、学会発表等の研究の成果について 
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（別添２） 
 
 
 

 

 

令和６年度 

 

食品健康影響評価技術研究新規課題の 

事前評価結果（案）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年２月 

食品安全委員会 

研究・調査企画会議 

事前・中間評価部会 
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1 
 

 

令和６年度食品健康影響評価技術研究新規課題の事前評価結果 

 

 

 令和５年９月 12日から令和５年 10月 17日まで公募を行い、26課題の応募があった。

研究・調査企画会議事前・中間評価部会において、応募内容を審査した結果、下表のと

おり、６課題を採択課題として選定し、評価所見等をとりまとめた。 
 

 

 

番号 １ 研究期間 令和６年度～令和８年度（３年間） 

代表者名 平原 嘉親 所属機関 摂南大学 

課題名 ばく露量推定の精緻化に資する食品の喫食量調査手法に関する研究 

研究概要 

日本人が食品から摂取する汚染物質や食品添加物等の食品健康影響評価をより的確と

する目的で、①食品の喫食量の実態把握に適した食事調査手法を解析・整理する、②標準

調理法（スタンダードレシピ）の情報を整理し、開発するとともにそのレシピの有用性を実証

する。③食品の喫食量データのデータベース構築などデータサイエンス手法を用いた食事

調査データの利活用についての指針作成に資する研究を実施する。 

評価所見 

＜総合コメント＞ 

 食品健康影響評価に共通する課題として、ばく露評価手法の精緻化は重要である。 

＜その他＞ 

食品安全委員会事務局と緊密に連携するとともに外部の専門家のアドバイスを受けて、

調査の対象物質（サプリメント、加工食品等を含む）や目的および方法をしっかりと整理し、

効率的に研究が遂行されることを期待する。 

評価点 
合計点 研究の妥当性 研究目標の達成度 研究成果の有用性 

13.6/20点 3.9/５点 3.0/５点 6.8/10点 
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番号 １３ 研究期間 令和６年度～令和７年度（２年間） 

代表者名 伊藤 美千穂 所属機関 国立医薬品食品衛生研究所 

課題名 日本で食経験の乏しい昆虫を新食品素材とする場合のリスク評価に関する研究 

研究概要 

多様化する社会情勢や急速にグローバリゼーションが進む中で、日本で食経験の乏しい

新食品等の開発がさかんであるが、それらの中には生薬として使われる成分本質に近い素

材のものもある。本研究では、これらのうちコオロギなどの昆虫を食用にするものについて、

日本での新食品素材としての利用実態を調査し、明らかにするとともに、欧州等の先進地域

の現状について情報収集・分析する。得られた情報を統合し、必要に応じて現地調査による

情報収集で得られた情報を加えて、ハザードについての考察やリスクプロファイルの整理、

リスク評価を行う上でおさえるべき評価項目等を明らかにすることを目的とする。 

評価所見 

＜総合コメント＞ 

 昆虫食についてリスクプロファイルの作成に重要な研究であり、海外の状況や歴史的背景

と絡めて、日本で食経験のない昆虫を食として受け入れる場合の、リスク評価の方法に対し

て重要な知見を得られることが期待できる。 

＜その他＞ 

・食品原料生産として産業化した技術のもとで生産された昆虫等のリスク評価につながる成

果を期待したい。 

評価点 
合計点 研究の妥当性 研究目標の達成度 研究成果の有用性 

14.6/20点 3.9/５点 3.8/５点 7.0/10点 

 

番号 １６ 研究期間 令和６年度～令和７年度（２年間） 

代表者名 古濱 彩子 所属機関 国立医薬品食品衛生研究所 

課題名 
食品健康影響評価における OECD QSAR アセスメントフレームワーク(QAF) に基づく

変異原性評価法の実装 

研究概要 

食品健康影響評価において(定量的)構造活性相関(QSAR)の活用の検討が進められてい

る。 

OECD QSAR アセスメントフレームワーク(QAF)は、QSAR を用いた評価に必要な要素を

整理した新しい枠組みであり、2023 年 8 月にQAF ガイダンスとQSAR 結果を規制当局の

評価者が確認するチェックリストが公開された。このチェックリストは QSAR 一般に対する形

式であり、個別の規制評価に対して QAF を適用するためには具体的な手引きが必要であ

る。 

本研究では、QAF を適用した変異原性評価法の提案と実装を目的とし、従来の食安委

の QSAR 手引きの更新を目指し、チェックリストを用いたケーススタディを実施する。 

評価所見 

＜総合コメント＞ 

 OECD の QSAR 規制利用に関してわが国での対応と適用を行う上で重要な研究と判断さ

れる。 

＜その他＞ 

変異原性評価法への実装を図る際には、食品安全委員会事務局との連携を密にして研

究展開を図っていただきたい。 

評価点 
合計点 研究の妥当性 研究目標の達成度 研究成果の有用性 

16.0/20点 4.4/５点 3.9/５点 7.8/10点 
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番号 １９ 研究期間 令和６年度～令和７年度（２年間） 

代表者名 竹下 潤一 所属機関 国立研究開発法人産業技術総合研究所 

課題名 人工知能技術を用いた農薬評価書活用システムのフィージビリティスタディ 

研究概要 

農薬等のリスク評価の際に、適切な既存評価書を参照することでリスク評価の統一化や

迅速化を図ることができる。しかし、評価のための基礎情報や評価書は自然言語（通常の文

章）で書かれているため、これらの情報をデータベース化して検索可能な形にすることは困

難であった。しかし、近年の自然言語処理技術や大規模言語モデルを用いることで、既存評

価書、収集文献、試験報告書間の類似性評価や、既存評価書の内容を質問形式で抽出可

能なチャットボットを構築できる可能性がある。そこで、本研究ではそれぞれのプロトタイプ

版システムを構築し、その課題抽出と性能評価を行うことで、食品安全委員会の DX 化を支

援する基盤情報の提供を目指す。 

評価所見 

＜総合コメント＞ 

・リスク評価に DX および関連技術を入れこむことは有用と考える。 

・今後のリスク評価書の作成に省力化が期待される。特に農薬の再評価に関して期待され

る。 

＜その他＞ 

当委員会の状況をふまえて実務に貢献できるよう、食品安全委員会事務局と詳細につい

ての協議が必要。 

評価点 
合計点 研究の妥当性 研究目標の達成度 研究成果の有用性 

15.6/20点 4.4/５点 4.0/５点 7.3/10点 

 

番号 ２３(※) 研究期間 令和６年度～令和７年度（２年間） 

代表者名 遠矢 真理 所属機関 国立医薬品食品衛生研究所 

課題名 HEV を中心とした豚由来の食中毒起因微生物のリスク評価に向けた研究 

研究概要 

豚肉（内臓肉を含む）に関連する微生物学的ハザードとして、E 型肝炎ウイルス（HEV）、

カンピロバクター、サルモネラ及びトキソプラズマがある。2021 年の HACCP 制度化や出荷

日齢の短縮及びブランド化（飼料、飼育環境の差別化）が豚肉の汚染状況に影響している

可能性がある。そこで、と畜時の豚肉の汚染率を調べ過去のデータと比較し、さらに出荷日

齢や飼育環境と汚染率との関連性を明らかにする。また同一個体から採取した肉、肝臓、

胆汁の汚染率を比較し、汚染経路（二次汚染/内部汚染）の推定や胆汁検査の有用性等を

検討し、HEV は分子疫学解析を行う。以上から、豚肉の微生物学的安全性のリスク評価に

必要なデータを得る。 

評価所見 

＜総合コメント＞ 

 ファクトシート作成などに資すると期待される。HEV の感染源について、豚とヒトの両面か

ら分子疫学的な解析により検討され、HEV 感染症への対応の重要度の理解に資する。 

＜その他＞ 

・HEV のヒト由来株と豚由来株の関連が明らかになれば有用。研究対象を HEV に絞るべ

き。 

・HEV の感染状況を精査して、地域特異性、感染実態からのハザードの分布を理解したリス

ク評価につなげることを期待する。 

評価点 
合計点 研究の妥当性 研究目標の達成度 研究成果の有用性 

14.3/20点 3.9/５点 3.4/５点 7.0/10点 

※食品健康影響評価を担う若手専門家の育成枠 
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番号 ２４(※) 研究期間 令和６年度～令和７年度（２年間） 

代表者名 東阪 和馬 所属機関 大阪大学 

課題名 ナノマテリアルの粒径閾値の設定に向けた経口毒性解析に関する研究 

研究概要 

ナノマテリアル（NM）は、物性の違いにより、ハザード発現・体内動態が変動し得ることが

理解されつつある。そのため、NM の物性を考慮した、リスク解析に資するデータの集積と

検討が求められる。本申請では、NM の安全性評価研究に関する、申請者のこれまでの知

見・情報や基盤技術に基づき、NM の粒径の違いを考慮しつつ、経口投与後のハザード同

定を実施すると共に、消化管内環境や腸内細菌叢への影響とその変動に起因した宿主の

生理機能におよぼす影響評価を試みる。本検討を通じ、「どの程度の粒径を有するNMが経

口毒性を発現するのか」という NM の「粒径閾値」の設定を目指し、リスク解析の必要性の是

非を検討することを目的とする。 

評価所見 

＜総合コメント＞ 

・ナノ粒子の毒性研究は今後の発展も期待され、研究が必要な分野である。 

・食品健康影響評価に資する基礎データが提供されることを期待したい。 

＜その他＞ 

・粒子径をしっかり管理された試料を使用する必要がある。 

・消化管内でのナノ粒子の凝集の影響をどのように評価するかの検討が必要ではないか。 

・ナノ粒子の体内動態に留意しつつ、「粒径閾値」という概念の設定に向けた検討を推進す

ることを期待する。 

評価点 
合計点 研究の妥当性 研究目標の達成度 研究成果の有用性 

14.8/20点 3.9/５点 3.5/５点 7.4/10点 

※食品健康影響評価を担う若手専門家の育成枠 
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（参考） 

 

研究・調査企画会議 事前・中間評価部会委員 

（◎：座長） 

磯  博康  

 

小澤  正吾 

鬼武  一夫     

宮﨑  茂    

山本  茂貴    

浅野  哲     

川西  徹     

◎  脇  昌子   

国立研究開発法人国立国際医療研究センター 

国際医療協力局グローバルヘルス政策研究センター センター長 

元・岩手医科大学教授 

日本生活協同組合連合会品質保証本部 総合品質保証担当 

一般財団法人 生物科学安全研究所 参与 

食品安全委員会 委員長 

食品安全委員会 委員長代理 第一順位 

食品安全委員会 委員長代理 第二順位 

食品安全委員会 委員長代理 第三順位 

  

 

評価項目及び評価基準： 事前評価 
 

評 価 項 目 評 価 基 準 

Ⅰ 研究の必要性 

 
研究領域の趣旨に沿った研究内容となっているか評価する。 
 
 １ 食品健康影響評価に関する研究であること 
 ２ 研究内容の科学的、技術的意義について 
 ３ 関連する研究の実施状況を踏まえ、独創性、新規性等に 

ついて 
 

Ⅱ 研究の妥当性 

 
以下の点に関する研究体制及び研究計画、研究遂行の妥当性に
ついて評価する。 
 
 １ 研究の体制（主任研究者、分担研究者の役割分担） 
 ２ 主任研究者等の既往の成果、能力 
 ３ 研究の計画、方法 
 ４ 研究の実施期間における遂行の可能性 
 ５ 費用対効果 
 

Ⅲ 
期待される 
研究成果の 
有用性 

 
期待される研究成果の活用性とその有用性について評価する。 
 
 １ 既往の成果、研究手法等を勘案し、研究目標の実施期間 

内における達成可能性について 
 ２ 食品健康影響評価への貢献等の可能性について 
 ３ 研究の成果の発展可能性について 
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